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(海外報告)

国連軍縮 ポス ター ・デザ イ ン ・コ ンクール

授賞式 に出席 して

小 川 忠 彦

「この よ うな素 晴 ら しい賞 をい ただ き
,洵 に光栄 に思 い ます。 一枚 の ポ ス ターが平和 を もた

らす ほ ど単 純 な世界 情勢 で はあ りませ んが,一 人の ア ーテ ィス トと して,平 和運 動 の一助 に な

るよ う今 後 も制作 に励 みた い と思 い ます。」 公式 の場 での挨拶 は苦 手 であ る。 それが英 語 とな れ

ば,な お さらだ。一 息つ い て,ゆ っ くり続 けた。 「こ のポス ターは
,国 籍 や世代 を越 えて,平 和

の尊 さや 戦争 の恐 ろ しさを わか りや す く訴 え よう とレ た もの です 。 その ため に平和 の象 徴 と し

て鳩 を,戦 争 の象徴 と して ミサ イル をモチ ー フ と しま した。 鳩 が ミサ イ ル を小 突 き,倒 す こ と

が 出来 れ ば,平 和 が 訪 れ るで あ ろ う。 この ような思 い を ミサ イル の先 端が揺 れ動 く様 子 と平和

の 虹 色 で 表現 しま した。」 た どた ど しい 私 の挨拶 が 終 る と大 きな拍 手 が 起 っ た。5月31日,

ニ ュー ヨー クの 国 連 本 部 ロ ビー で,齒第3回 軍 縮 特 別 総 会 に呼 応 して行 わ れ た 国連 軍 縮 ボ ス

ター ・デザ イン ・コ ンクールの授 賞式 で のこ とで あ る。

今 回の コ ン クール は,国 連 の世 界軍 縮 キ ャシペー ンの一環 と して行 わ れた もので ,世 界 の国

連 加盟 国 に対 して 参加 が呼 びか け られ た。 これ には2つ の 関 門が あ る。1つ は各 国で行 わ れる

「国内予 選」
・ もう1つ は国 際審 査 に よる 「本選」 で あ る。 我 国 も 日本 国際連 合協 会が主催 し,

外 務省 と国連広 報 セ ンター の後 援 で3月 中旬 に 「国 内予 選」 が実 施 され た。 そ の結果,私 の作

品 が 「最 優 秀賞」 に選 ばれた わ けだが,実 は,前 回の'82年 の コ ンクー ルで も同様 に選 ば れて い

る のだ。 しか し 「本 選」 で入 賞 を逸 し,残 念 な思 い を した ことが あ る。 従 って,こ の時 点 で は ・

喜 び も半 分 といっ た心境 で あ った。 そ れか ら約1ヵ 月 後,国 連 広 報セ ン ターか ら 「本選 ・最優

秀賞」 決定 の知 らせ を受 けた時 は,半 信 半疑 でお礼 の 言葉 もそ こそ こに,大 人気 な く興 奮 した。

式 の当 日,国 連 本部 の ロ ビー に着 い た のは11時 頃 だ った ろ うか。 団体 の観 光客 や 一般 の見 学

者 が行 き交 い賑 わ って いた。 その フ ロア の一部 に,間 仕 切 り風 のパ ネ ル で展示 場が特 設 され て

い た。 正 面 に展 示 されて い るの は,私 の オ リジナ ル 作 品 を基 に 国 連 が印 刷 した6種 類 の ボ ス

ターだ。 オ リジナ ル と比 べ て,レ イア ウ トと色が やや 違 う。 地色 の 白が 銀色 に変 わ り重厚 さを

増 して い る。 そ して 「国連 と軍 縮 未 来 の平和 の ため に」 とい うキ ャ ッチ フ レー ズが国連 公

用語(英 語,ロ シ ア語,フ ラ ンス語,中 国語,ス ペ イ ン語,ア ラ ビア語)に それ ぞれ 訳 され,

画面 の上部 に挿 入 され てい る。
,サイズ はA1とB1の 中 間で,少 し縦 長 の変則 形で あ る。(欧 米

で は珍 し くな いが …)こ れ らの 手前 に は表彰 台 や マ イ クが 運 び 込 まれ,式 の準備 が す っか り

一155一



整 って いる。 そ の裏側 に,私 の オ リジナ ル ・ポ ス ター と共 に 各国か らの応募 作 品が 展 示 され て

い る。 そ の数63ヵ 国であ った。

表 現法 は イ ラ ス トレー シ ョン,写 真,コ ラー ジ ュと まち まちだが,私 の作 品 の よ うに シル ク

スク リー ンを用 い た もの は無 か っ た ように思 う。エ ア ブ ラシや 肉筆 の迫 力 を感 じさせ る原 画 が

殆 どで あ った。 モ チー フ は 「鳩」 「ミサ イル」 「地球」 を何 らかの 形で 使 って い る ものが 多か っ

た。 戦争 との かか わ り方 は国 に よって異 るか ら,作 者の 意識 も千 差万 別 の はず だが,モ チ ー フ

は よ く似か 寄 って い る。 この こ とは,今 回 の コ ンクー ルが一 切文 字 を使 わ ない こ と,と い う条

件 だ っただ けに,作 者 の多 くが,周 知 のモチ ー フを ピク トグラ ムと して 用 いた結果 と もい え る。

12時30分,豪 彰 式 が 始 まった。 既 に式 台 を中心 に半 円 形 の 人垣 が 出来 て い る。 テ レ ビ ・ス

ポ ッ トや写 真 の フラ ッシュで急 に 明 る く華 やい だ奮 囲気 に包 まれた 。 フロ ー リン国 連総 会議 長

か ら賞 状 と賞金 を受 け,分 厚 い大 きな手で握 手 され た時 は,感 激 とい うよ り安堵 を強 く感 じた。

第2位 は タイ,第3位 は白 ロシ ア共和 国 の方 だ った。 国 は違 うが,同 じ目的 と手段 で メ ッセ ー

ジ を送 る同志 だ 。 自然 と親 近感が 募 り 「Congratulations!」 と互 いに握手 を交 した。

平和 ポス ター を制作 す る意 図 は 「戦 争 を無 く し,平 和 な世界 を築 くこ と」 にあ る。 この 命題

が 白け て感 じるの は,何 もポス ター の効 力が 乏 しい か らで はない 。確 か に,今 日の テ レ ビや ラ

ジ オの衛 星放 送 は,そ の リアル タ・イム の迫力 が 臨場 感 を盛 り上 げ,我 々 を引 きつ ける。特 にコ

ン ピュー ター を駆 使 した映像 ・電 波媒 体 の発展 は 目ざ ま しい もの があ る。 しか し,こ の よ うな

状況 の 中で,前 述 り命題 に健 気 に挑 ん でい るの が ボス タLで はない のか 。一 枚 の紙 面 に情 報 を

集約 させ なが ら,人 間の ぬ くも りを感 じさせ る アー ト性 は我 々の感 情 をゆ さぶ る。100年 以上 の

歴 史 を もつ,プ リ ミテ ィブで簡 易 な この媒体 は,見 た ところ静的 で ひ弱 そ うだが,意 外 と 強 か

で あ る。だ か らこそポ ス ター は,世 界 の人達 が 一枚 の紙 に思い の丈 をぶ つ け,こ の よ うな コ ン

クー ルに も自由 に参 加 出来 る格 好 の手段 とな って い るので はなか ろ うか 。

ポ ス ターの 内容 や表現 も大切 だが,一 人 の アー テ ィス トと して 平和 を訴 え続 け る姿勢 を今 後

も崩 しては な らない。 その よ うな新た な思 いが 冒頭で 述べ た挨拶 とな った。

拍手 が小 さ くな り,式 は終 った。

iii年 私 の平和 ポ ス ターが ,国 連 の 公式 ポ ス ター として世 界 中に配 布 され る。果 た して,,

どれ ほ どの働 きを して.くれるのtろ うか。 大い に期待 したい。
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